
   上田善久 
在パラグアイ日本大使館 



①移住者の貢献 
-戦後移住者中心- 

③直接投資 
-新政権で倍増- 

②経済協力 
-中南米円借第1号(1959)- 

新たな関係へ！ 

特徴：２つのピリリ 

小粒でもピリリと辛いパラグアイ 
－高まる存在感と際立つ日系人社会－ 

①地球の反対側の「日本」で際立つ日系人の存在感 
 ●農業パイオニアとして経済発展に貢献。商業分野でも誰もが知る 
  有力企業多数。日系人の外務次官，在京大使。高い日本語レベル。 
 ●日系社会が築いた日本への信頼感に加え，長年の経済技術協力 
    で蓄積された有形無形の資産。元国費留学生が設立したニホンガ 
    ッコウ学院も。 
 ●パラグアイ人と「共に」祝った日本人移住８０周年 
    眞子内親王殿下御訪問を熱烈に歓迎。上下両院で日系人の功績 
    を称える感謝決議。『日本祭』に1.8万人が参加＇日系人1万人， 
  人口685万人（。開かれた日系社会の証し。 
 
      

②高まる南米での存在感：対南米外交に新たな視座  

 ●一貫した反ポピュリズム・自由主義経済路線：政治的な揺れの大 
    きい南米大国を眺める新たな視座を提供。 
 ●良好な投資環境，マクロ経済の安定：低成長の中南米で目立つ 
   成長期待国。 
 ●ブラジルコスト→パラグアイチャンス：積極的な投資誘致政策。域 
   内だけでなく，欧州企業も南米巨大市場の生産拠点として注目。 
 ●南米で唯一台湾と国交を有する：短期的経済利益ではない原則 
   に基づく関係。蔡台湾総統の初外遊はパラグアイとパナマ。  
   他方，主要貿易相手国は中国。 『内陸国の驚くべき成功』 

英エコノミスト誌  9月24日 

ピリリ① 

ピリリ② 



～マクロ経済の安定～ 

●移住80周年で盛り上がった機運を活かし，日系の若手を更に応援。 
●経済協力の継続と民間投資の一層の促進。 
●政治・経済外交面でのパラグアイの活用に向けて→求められる要 
 人訪パとハイレベルの対話。 

今後の課題と方策 

小粒でもピリリと辛いパラグアイ 
－高まる存在感と際立つ日系人社会－ 

国名 ムーディーズ Ｓ＆Ｐ フィッチ      

 パラグアイ    Ｂａ１＇安定的（  ＢＢ＇安定的（  ＢＢ＇安定的（ 

 ブラジル  Ｂａ２＇ネガティブ（  ＢＢ＇ネガティブ（  ＢＢ＇安定的（ 

 アルゼンチン   Ｂ３＇安定的（    Ｂ－＇安定的（    Ｂ＇安定的（ 

 ウルグアイ   Ｂａａ＇ネガティブ（  ＢＢＢ＇ネガティブ（  ＢＢＢ－＇ネガティブ（ 

 ペルー      Ａ３＇安定的（  ＢＢＢ＋＇安定的（  ＢＢＢ＋＇安定的（ 
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＇％（ 
経済成長率の推移＇パラグアイ中央銀行（ 

格付け会社の長期国債格付け評価一覧 

●安定した為替 

 ２００４年以降，対ドル・グアラニ相場は概ね４，０００～６，００
０Gsの一定レンジで安定。 
●安定したインフレ率＇年間累計値（ 

 ２０１１年４．９％，２０１２年４．０％，２０１３年３．７％，２０１４
年４．２％，２０１５年３．１％，２０１６年３．９％ 
●安定した経済成長率 

 過去５年間の平均経済成長率は４．９％ ＇２０１６年は４％，
今年は推定３．７％（。従来の農業に加え，成長 

の原動力が製造業､建設業と多様化。国債格付けも近隣諸国と
比べて高評価。 
●財政責任法による慎重な財政運営 

 債務残高は対ＧＤＰ比で約２３％＇２０１６年（。財政赤字は対Ｇ
ＤＰ比１．５％以下となるよう財政責任法に規定。 



小粒でもピリリと辛いパラグアイ 
－高まる存在感と際立つ日系人社会－ 


